
緊急告知 FMラジオの無償配付を行っています

電波の受信状況が悪く、「エフエムくりやま（78.8MHz）」が聴こえにくい場合は、ラジ
オとあわせて「Ｔ型ＦＭアンテナ」を配付（貸与）します。また、すでにラジオを受け
取られている世帯にもお渡しします。

　町では、災害時における避難情報やライフライン、公共交通機関の状況、
国民保護に関する情報などを、迅速に町民皆さんへお伝えするため、各世帯
に「緊急告知ＦＭラジオ」を無償で配付（貸与）しています。
　災害時などで緊急情報が入ると自動的に起動するいざというときのため
のラジオです。緊急告知放送は、コミュニティ放送局「エフエムくりやま

（78.8MHz）」の放送電波を利用しています。日頃の防災への備えとして是非お
受け取り下さい。

電波の受信状況が悪い場合には

■総務課
　広報・防災・情報グループ
 （役場旧庁舎２階）☎ 73-7501

■ブランド推進課
 観光・賑わい推進グループ
 （旧岡嶋商店）☎ 76-7787

■南部公民館
　☎ 75-2111

アンテナを伸ばし、
二股に分かれる部分
を水平に（T 型）広
げるのがポイントで
す。

アンテナを水平（T
型）に伸ばしたら、
アンテナの先端を画
鋲などで留めてくだ
さい。

Ｔ 型 Ｆ Ｍ ア ン テ ナ
は、ポケットに入る
くらいの大きさで、
伸ばすと２メートル
程になります。

緊急告知 FMラジオ・T型 FMアンテナの受け取り場所
※窓口の開設時間は平日の 9：00 から 17：00 です。
※来庁することが難しい場合や、ご都合がつかない場合はご相談ください。
※緊急告知ＦＭラジオおよびТ型ＦＭアンテナの配付は、各世帯１台（１個）です。

【問い合わせ】　町ブランド推進課観光・賑わい推進グループ　☎ 76-7787

ラジオ本体の横にあ
る青いキャップを外
し、Ｔ型ＦＭアンテ
ナの金具を差し込ん
でください。

緊急告知 FMラジオ・T型 FMアンテナの受け取り場所

防 災 防災くりやまからのお知らせ

ここに
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「ネイチャーポジティブ」
イメージキャラクター

北海道の自治体で初！

 【問い合わせ】
　環境政策課　☎ 76-7065
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を
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代
へ

　　　　　　　　　　栗山町ネイチャーポジティブ宣言（抜粋）

　本町ではこれまで、ハサンベツ里山20年計画事業、夕張川魚道整備や稚魚放流事
業、ゼロカーボンシティ宣言、ごみ分別（リサイクルの推進）をはじめとする、自然環
境保全の活動を進めてまいりました。
　このような活動が持続可能な発展を遂げていくためには、長い時間をかけて形成
されてきた多様な生態系を保全することが必要であります。
　栗山町は、以下の3つの目標のもと、町民、関係機関・団体（事業者）、町が共に豊
かな生物多様性を次世代に継承し、未来を守るための取り組みを積極的に行い、自
然を回復軌道に乗せるための「ネイチャーポジティブ」の実現を目指していくことを、
ここに宣言いたします。

１．自然を守り、次代につなぐまちづくりを進めます。
２．ゼロカーボンの実現に向かうまちづくりを進めます。
３．資源を大切にするまちづくりを進めます。

　令和6年9月14日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道栗山町長　佐々木　学
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出典：WWFジャパン「生きている地球レポート2022」

2030年までのネイチャー・ポジティブに向けた自然のための
測定可能な世界目標
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